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１．実現イメージ

官民の役割分担を明確にした
段階的環境整備
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共通情報

独自の情報

基本情報

共通情報

独自の情報

基本情報

Copyright (c)  CANPAN Project All Right Reserved.

官民の役割分担を明確にした段階的環境整備の1年後の実現イメージ
（※現在のCANPANプロジェクトによる取り組みをベースとしたイメージです。）

循環（寄付・助成金・収入など）を促すための独自のサービス及びそれに必要な情報は、民が
管理し、最小限の基本情報のみを官が管理する。官からの基本情報を民がそれぞれ活用し、
独自サービスを展開。それをNPOが自由に選択し、活用する。

必要に応じて、民で必要な共通情報を民間同士で連携し、NPO側の入力負担の軽減や、情報
鮮度を保つ（チャリプラさんとのCANPANとの間では既に実現している）。
※これらの連携を実現するためには、団体を識別するための全国共通の一意の番号（ID）が必要。（検討事項）
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基本情報（最小限）

民

共通情報 共通情報 共通情報 共通情報

独自の情報 独自の情報 独自の情報 独自の情報

寄付・助成金・人的資源など経済循環活動・情報

チャリティ・プラットフォーム CANPAN Yahooボラン
ティア

共通情報

独自の情報

共通情報

独自の情報

官

内閣府

基本情報 基本情報 基本情報 基本情報 基本情報 基本情報

地域のNPOセンターなど

助成機関等
(京都地域創造基金)

循環

・・・
NPOヒロバ



Copyright (c)  CANPAN Project All Right Reserved.

官民の役割分担を明確にした段階的環境整備の実現イメージ
（２～３年後）

オープンＩＤの技術を使って、基本情報の官⇔民の相互連携を実現。これにより、民間サービス
を利用するタイミングで更新された基本情報が官の情報にも即座に反映、常に情報が最新とな
る。民で必要な共通情報の共有化も加速され、NPOはどこか1か所で情報を更新すれば、必要

な時にすぐに他のサービスを利用することができる。サービス事業者として企業の参入も進み、
NPOが選択できるサービスがより充実し、多くの循環が発生している状態。
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基本情報（最小限）

民

共通情報 共通情報 共通情報 共通情報

独自の情報 独自の情報 独自の情報 独自の情報

活動・情報

共通情報

独自の情報

官

内閣府(?)

基本情報 基本情報 基本情報 基本情報 基本情報

循環NPO側の選択肢
も充実していく

共通情報

独自の情報

基本情報

共通情報

独自の情報

基本情報

共通情報

独自の情報

基本情報

地域のNPOセンターなど

チャリティ・プラットフォーム CANPAN Yahooボラン
ティア

助成機関等
(京都地域創造基金)

NPOヒロバ

寄付・助成金・人的資源など経済循環

・・・
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２．具体的イメージ

論点1‐1.
ＮＰＯ法人に関する閲覧情報の
インターネットでの開示
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1‐1.ＮＰＯ法人に関する閲覧情報のインターネットでの開示
「透明性」「信頼性」を確保した情報開示の方法

市民側の視点（一覧性、比較性、検索、並変え）の実現、及び、法人格によ
らず閲覧可能。

安全・安心の視点から非公開が望ましい情報は、登録者の判断で公開・非
公開を選択できる。

7

例）CANPANの団体情報は法人格問わず登録可能。検索・抽出により様々な視点で閲覧できる。

※住所、電話番号、FAX
番号、メールアドレスは、
登録者が非表示にできる。

利用者にとって有益な
情報にするためには、
充実した情報の整備、
団体の自主的な情報登

録が不可欠。
→次のページ「効率性」

へ
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1‐1.ＮＰＯ法人に関する閲覧情報のインターネットでの開示
「効率性」の確保～自主登録を促す仕組み①

サービスを提供する「民」側の立場からすると、効率性を高めるためには制度
を厳しくしチェック機能を強化するよりも、情報開示することで利益を得られる
（循環する）仕組みとワンセットでサービスを構築することによる自主的な登録
が促進されていくのが望ましく、方向性として正しいと考える。
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自主登録を促す仕組み①：助成金申請での活用

日本財団2010年度から助成金募集にCANPAN団体情報
を活用したインターネット申請を100%必須化

これにより、団体登録件数が約3,000団体増加
申請件数も前年度比で変化なし
※課題はインターフェースの改善

13の地域（宮城県、京都府、島根県‥※詳しくは24ページ参照）の
基金でCANPAN団体情報を活用
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1‐1.ＮＰＯ法人に関する閲覧情報のインターネットでの開示
自主登録を促す仕組み① 地域の基金での活用事例

助成金申請での活用事例：島根県

9

しまね社会貢献基金 島根県 登録にはＣＡＮＰＡＮでの団体登録が
必須

人・まちファンド 島根県社会

福祉協議会
だんだんの認証団体は申請書省略可

赤い羽根一般募金助成 島根県

共同募金会
４つ星以上の団体は申請書省略可

ＮＨＫ歳末

たすけあい助成

島根県

共同募金会
４つ星以上の団体は申請書省略可

中国ろうきんＮＰＯ

寄付システム

中国ろうきん

＆定住財団
４つ星以上の団体は申請書省略可

地域活性化活動支援 定住財団 ４つ星以上の団体は申請書省略可

社会貢献活動支援 定住財団 ４つ星以上の団体は申請書省略可
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1‐1.ＮＰＯ法人に関する閲覧情報のインターネットでの開示
自主登録を促す仕組み① 地域の基金での活用事例

参考：中国ろうきんNPO寄付システムでの活用例
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＜「中国ろうきんNPO寄付システ
ム」の応募用紙＞

CANPANに登録済みの場
合、記入が省略可能！

参考資料



1‐1.ＮＰＯ法人に関する閲覧情報のインターネットでの開示
自主登録を促す仕組み② ブログサービス

日々の活動を情報発信することで共感が得られるため、頻繁にアクセスされ、これに
より団体情報の更新も促進されている。

※CANPANブログは公益活動をする人のために提供しているブログサービスで、団体情報とも自動でリンク

する仕組み。
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＜豊志のくりこま高原物語＞
http://blog.canpan.info/master_kkns/

寄付者は活動者への「共感」「感
動」「同情」などにより、寄付や応援
という行動を起こす。

活動プロセスの開示とリアリ
ティが重要
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1‐1.ＮＰＯ法人に関する閲覧情報のインターネットでの開示
自主登録を促す仕組み③ クレジットカード決済機能

寄付や会費集めができる、クレジットカードによるネット決済サービス。団体登録による
条件をクリアすることで本サービスを利用できる。
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＜チャイルド・ケモ・ハウス＞
http://blog.canpan.info/kemohouse/

「情報開示レベル★5つ」の
団体にのみ提供

（＝情報開示の取り組みを
応援）
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1‐1.ＮＰＯ法人に関する閲覧情報のインターネットでの開示
CANPANの

参考：公益に関わるすべての人が利用可能なウェブサイト「ＣＡＮＰＡＮ」
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約1500万ページ閲覧／月

約90万訪問者／月

21,533 ユーザ

7,865 ブログ

488,832 記事

ページ閲覧数

訪問者(ユニーク)数

ユーザ数

ブログ数

ブログ記事数

2010年12月時点

CANPAN利用状況

8,719 団体 ※自主登録のみ団体数

参考資料
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２．具体的イメージと提案

論点1‐2.
ＮＰＯ法人の閲覧情報の追加等
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1‐2.ＮＰＯ法人の閲覧情報の追加等
項目についての提案

91助成機関の133助成プログラム（地域を含む）で助成金申請で聞いてる情報を調査・分析（IIHOE GATEプロジ
ェクト）した結果から導き出された助成金申請に必要な情報（＝NPOが開示すべき情報）CANPANの団体情報
はこれを元に構成されており、情報開示の量により開示度も明確化されている。

そこで、特定の★数による情報の開示度を官の情報、それ以上の付加情報を民という形で管理してはどうか。
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※の項目は非表示可能
• オレンジの項目が、基本情報フォーマット案に含まれる情報
• 基本情報フォーマット案にあってCANPANに無い項目は、法人設立登記年月日、変更登
記年月日、財産目録、事務局長指名（行政への提出書類に含まれない項目）

CANPAN団体情報の項目

団
体
概
要

法人の種類 ★1

団体名・ふりがな ★1

団体のアピールポイント

代表者役職、兼職、氏名、ふ
りがな ★1

代表者ホームページ・ブログ

住所 ※ ★1

電話番号、連絡先区分、連
絡可能時間・曜日 ※ ★1

FAX、連絡先区分、連絡可能
時間・曜日 ※

URL（団体ホームページ、関
連サイト）

メールアドレス ※ ★1

設立年月日 ★1

法人格取得年月日

活動地域 （市区町村） ★1

中心となる活動地域 ★1
前年度決算総額 ★1 ★3

役員数・職員数合計 ★1

所轄官庁
所轄官庁局課名

活
動
概
要

活動分野・中心となる活動分野 ★1

設立以来の主な活動実績 ★1

団体の目的 ★1

団体の活動・業務 ★1

現在特に力を入れていること ★1

今後の活動の方向性・ビジョン

定期刊行物

団体の備考

活
動
実
績

助成金・補助金・物品等、他の組
織から受けた支援の実績

他のNPO・市民活動団体との協
働

他の学協会との共同研究・協働
の実績

企業・団体との協働共同研究の
実績

行政との協働（委託事業）の実績

組
織
運
営

意思決定機構

会員種別／会費／数

加盟団体

役員・職員内訳

イベント時などの臨時ボランティ
ア数

財
政
状
況

会計年度、会計年度開始月 ★3

その他事業の有無 ★5

収入（会費、寄付金、公的補
助金、民間助成金、自主事
業収入、委託事業収入、そ
の他収入、当期収入合計、
前期繰越金） ※過去3年分

支出（当期支出合計、内人件
費、次期繰越金） ※過去3
年分

貸借対照表（資産、負債、正
味財産） ★3

添
付
資
料

定款

会則
最新役員名簿

パンフレット

決算報告書 ★3

事業報告書 ★3
当年度予算書類 ★5

事業計画書

その他事業に関する資料 ★5

入会申込書

退会申込書

会員情報変更届

研究費・助成金申請書
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1‐2.ＮＰＯ法人の閲覧情報の追加等
参考：団体情報の見え方

団体詳細画面
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活動団体が自ら登録、
入力し、情報開示

自主登録での情報公開度により
「★」印が付く（最大5つ）

法人格を問わず、公益活動を行っ
ている団体であれば登録可能

参考資料

項目の入力と、ファイルの添付状況によって、情報公開度を★（１つ）～★★★★★（５つ）で表示。
★★★（３つ）で、一般的な助成申請の際に必要な団体情報の情報開示レベル。

中間支援組織などによる団体情報につ
いての認証(確認)が行われた場合、この
「第三者認証マーク」が付く
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1‐2.ＮＰＯ法人の閲覧情報の追加等
参考：団体情報の見え方

団体一覧画面
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各センターの認証マークが付く

地域の中間支援組織が
開示情報に基づき、認証
マークを付与

参考資料
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２．具体的なイメージと提案

論点1‐3.
ＮＰＯ法人に関する閲覧情報の
電子化・標準化
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1‐3.ＮＰＯ法人における閲覧情報の電子化・標準化
電子化を進める電子申請の仕組み

標準化については、団体情報については、就職活動のエントリーシートのように標準項目で極
力統一化を図り、事業の申請時などにかかる団体情報入力などの事務的労力の軽減を図る。

事業情報については、助成機関や提供者となる団体の創意工夫を反映できるよう、ある程度自
由な項目とするのが望ましいのではないか。

クラウドを活用した汎用的な仕組みを多くの基幹で導入することで電子化が図れると思われる。

日本財団のインターネット申請システムは、他の基金での利用を推進。既に「岡山
NPOアワード」「ちば一歩くん基金」での試験的な利用を開始。

定期的に全国系の助成機関の情報発信と共有、助成事務のあり方に関する勉強
会を開催し、電子申請に関する研究を進めている。(ホワイトリストと呼ばれる支援実績の共有
も始まっている。 http://blog.canpan.info/best‐grant/archive/4 )
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インターネット申請
システム

団体情報

事業情報

CANPAN

応募用Excel

CSV（XML）
データ

ダウンロード

アップロード

加工
＆印刷

社内システ
ム取込

※事業情報は多様なフォーマットが対応可能
※資料添付も可

事例：日本財団インターネット申請
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２．具体的なイメージと方向性

論点2.
自由に利活用できる行政サービス
としての基本情報

20
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2.自由に利活用できる行政サービスとしての基本情報
利活用可能な仕組み ～みらいファンド沖縄の利活用の事例

CANPANの団体情報を部分的に活用する方法として、他システムにXML形式で連携
するAPIサービスを展開しています。みらいファンド沖縄では、自身のWebサイトに
CANPANの団体情報を部分的に加工して表示しています。

21

CANPANの団体情
報を抽出し表示



2.自由に利活用できる行政サービスとしての基本情報
利活用可能な仕組み ～せんだい・みやぎNPOセンターの事例

CANPANと連動したポータルサイトを構築する機能（CMSサービス）の提供を行ってい
ます。

せんだい・みやぎNPOセンターの運営する公益ポータルサイト「みんみん」

22

ここをクリック
すると、登録
団体の一覧へ
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2.自由に利活用できる行政サービスとしての基本情報
利活用可能な仕組み ～せんだい・みやぎNPOセンターの事例

せんだい・みやぎNPOセンターの運営する公益ポータルサイト「みんみん」

23
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2.自由に利活用できる行政サービスとしての基本情報
利活用可能な仕組み ～全国のCANPAN活用状況

現在、１５の地域や組織がCANPANと連携したサイトを運営しています。

24

みらいファンド沖縄

http://kouekiportal.canpan.info/portal/


